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質 疑 質 問

　６月定例会では、知事から提出された議案を審査する
に当たり、自由民主党10人、埼玉民主フォーラム２人、
公明党１人、無所属県民会議１人、日本共産党１人の議
員が登壇し、それぞれの立場から提出議案に対する質疑
並びに県政に対する質問を行った。

一般質問

６月19日

　　　　　自　　　　　民　　美　田　宗　亮　議員
　　　　　民主フォーラム　　水　村　篤　弘　議員
　　　　　公　　　　　明　　安　藤　友　貴　議員

６月22日

　　　　　自　　　　　民　　橋　本　健　人　議員
　　　　　県　　　　　民　　八　子　朋　弘　議員
　　　　　自　　　　　民　　金　子　裕　太　議員

６月23日

　　　　　自　　　　　民　　林　　　　　薫　議員
　　　　　共　　産　　党　　城　下　のり子　議員
　　　　　自　　　　　民　　保　谷　　　武　議員

６月24日

　　　　　自　　　　　民　　松　本　義　明　議員
　　　　　民主フォーラム　　細　川　　　威　議員
　　　　　自　　　　　民　　杉　田　茂　実　議員

６月25日

　　　　　自　　　　　民　　宮　崎　吾　一　議員
　　　　　自　　　　　民　　千　葉　達　也　議員
　　　　　自　　　　　民　　岡　地　　　優　議員
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３�　介護職員・ケアマネジャーの安全確保に向けての複
数訪問費用補助制度の改善について
　⑴　補助制度の抜本的改善と手続きの簡素化について
　⑵　同行者の要件緩和と外部人材の活用支援について
４�　子どもの食育と儲かる農業を両立する有機給食の推
進について
　⑴　環境配慮型農業の推進について
　⑵�　民間団体との連携による有機給食のノウハウ共
有・研修の充実について

５　あと数マイル・プロジェクトの進捗について
　⑴　東京12号線（大江戸線）の東所沢駅延伸について
　⑵�　多摩都市モノレール延伸と「移動の観光化」を実
現する都市型ロープウェイ等の導入可能性について

６�　学校部活動等のバス借り上げ及び移動時の安全対策
について
　⑴�　県立学校における実態調査などを踏まえた今後の
安全対策について 

　⑵　私立学校における安全対策について
７　全ての産業を対象にした公契約の適正化について
　～公契約条例制定の進捗について～
８�　デジタル自転車ルールカードを用いた交通安全対策
について
　⑴　全県的な普及・活用について
　⑵　公立中学校・高校での普及・活用について
９�　西武池袋線・JR武蔵野線の直通臨時列車と秋津駅・
新秋津駅の直結を契機とした地域活性化について
10　所沢航空発祥記念館リニューアルの戦略について
　⑴�　新コンテンツとリニューアル工事の具体的進捗状
況について

　⑵�　アクティブ・ラーニングの視点からのリニューア
ル戦略について

公明党

安　藤　友　貴 議員

１�　中東情勢に伴う原油高や国際物流停滞による県内産
業への影響について
　⑴�　建設資材の供給遅延による公共事業への影響につ
いて

　⑵�　建設現場における資材不足と年度内工事執行の課
題について

　⑶�　国の交付金の規模に対する受け止めと県の支援策
について

２　女性の視点を生かした地域防災力の向上について
　⑴�　女性防災士や女性防災リーダーの育成と課題、継
続的な活躍を支える仕組みづくりについて

自由民主党

美　田　宗　亮 議員

１　中東情勢が県内に与える影響及び県の対応について
２　県土整備事務所の再編整備について
　⑴　検討の経緯について
　⑵　懸念の声の受け止めについて
　⑶　現在の状況と結果について
３　人口減少社会における埼玉県の都市戦略について
４　「防災先進地域化」の考えについて
５　地域区分制度と介護提供体制の維持について
　⑴�　埼玉県は東京の介護人材供給基地になっていないか
　⑵　地域包括ケアシステムとの整合性について
　⑶�　介護人材流出の実態把握と令和９年度以降を見据
えた対応について

６　埼玉県東南部地域の災害時医療体制について
７　地域における私立幼稚園の役割と現状認識について
　⑴　運営費補助金の算定基準の明確化について
　⑵�　人材確保の課題について～近隣自治体との支援格
差の解消～

８�　「確かな学力」「シビックプライド」の成果を生み出
すことについて
９�　専門性を生かした体育教育の充実と、実効性ある幼
保小接続の推進について
　⑴�　体育授業における専門的な技能を持つ外部人材の
活用について

　⑵�　あそび・運動・体育を軸とする「交流プログラム」
をきっかけとした幼保小接続の強化について

埼玉民主フォーラム

水　村　篤　弘 議員

１　万引き犯罪防止対策の強化について
　⑴　埼玉県万引き防止官民合同会議の機能拡充について
　⑵　店舗等の負担軽減のための専用調書の活用について
　⑶　高齢者等の再犯防止に向けての連携強化について
２�　肢体不自由の方とご家族が更に暮らしやすい環境づ
くりについて
　⑴　補装具の更新判定の利便性向上について
　⑵　居宅生活動作補助用具の給付事業の改善について
　⑶　ユニバーサルシートの設置促進について
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　⑵�　女性や子育て世代の地域防災活動への参加支援と
女性防災リーダーのネットワークづくりの推進につ
いて

３　教員加配制度について
　⑴　教員加配制度の柔軟な運用について
　⑵　産休・育休取得に伴う産育加配の対応について
４　伊豆潮風館について
　⑴�　障がい当事者や家族の意見の受け止めと今後の検
討への反映について

　⑵　民間宿泊施設による代替可能性の検証について
　⑶　伊豆潮風館が有する福祉的価値の評価について
　⑷　伊豆潮風館の存続に向けた検討について
５�　交通ＤＸの推進による安全で円滑な交通環境の実現
について
　⑴�　ＡＩを活用した交通管制システムの高度化と次世
代交通管制システムの導入について

　⑵　ＡＩ等を活用した道路標示の維持管理について
６　ＬＰガス料金負担軽減補助事業について
　⑴　協力事業者数減少の分析について
　⑵　制度運用の見直しについて
７　地元問題
　⑴　保谷朝霞線の整備について
　⑵　東京12号線（都営大江戸線）の延伸促進について
　⑶�　あたご・菅沢地区の市街地整備と市街化区域への
編入について

自由民主党

橋　本　健　人 議員

１　持続可能性のある地方自治の実現について
　⑴　首都圏の性質を踏まえた税源偏在の是正
　⑵　県民の更なる理解促進
２�　二つの歴史的課題に対応するための「埼玉県５か年
計画」について
　⑴　計画最終年度の総仕上げ
　⑵　県民満足度調査から見る重点課題
３　県の経済的優位性を高めるための産業振興について
　⑴　企業価値担保権制度の活用
　⑵　副業・兼業人財の支援による開業率の向上
　⑶�　海外から稼ぐ力の強化に向けた新たな品種・系統
の育成

４�　日本の未来を担う全てのこどもが成長できる社会に
ついて
　⑴　こども誰でも通園制度の充実
　⑵　ＩＣＴを活用したこどものこころの見守り
　⑶　こどもの可能性を広げる放課後の環境づくり

５　2040年を見据えた地域医療体制の確保について
６�　プロスポーツを軸としたまちづくりによる地域活性
化について
７　挑戦する人財が集まり続ける埼玉県庁について
　⑴　執務環境の改善
　⑵　職責に応じた給与体系への見直し
　　ア　制度の改正
　　イ　人事委員会の勧告
　⑶　公務員と民間企業が行き来可能な採用制度の創設
８　地元問題について
　⑴　新方川流域における調節池の整備
　⑵　荻島地区産業団地の整備

無所属県民会議

八　子　朋　弘 議員

１　いわゆる「高校無償化」への対策について
　⑴　公立高校の役割、存在意義について
　⑵　公立高校の価値、強みについて
　⑶　公立高校への支援について
２　県立高校の倍率向上策について
３　県立男女別学校の維持について
　⑴　就任記者会見における発言について
　⑵　男女別学校の良さについて
　⑶　所信表明の際の発言について
　⑷　教育長ご自身の経験について
　　ア　別学校の出身者としての見解について
　　イ　別学校の校長経験者としての見解について
　　ウ�　仮に高校時代にこの問題が起こった場合の対応

について
　⑸　埼玉県こども・若者基本条例の遵守について
　⑹　教育委員との意見交換について
   　ア　中学生・高校生からの要望について
   　イ　意見交換に応じるべき
　⑺　共学化を求める市民団体との接触について
　⑻�　埼玉県男女共同参画苦情処理委員の勧告に至る議
論の公開について

　⑼　埼玉県の県立高校教育の独自性について
４　教員の働き方改革について
５�　県立特別支援学校坂戸ろう学園を取り巻く課題につ
いて
　⑴　体育館への空調設備設置について
　⑵　先生への支援について
　⑶　手話の更なる広報・啓発について
６　埼玉県歌の更なる周知・活用について
７　ナガエツルノゲイトウ対策について
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８　勝手橋について
９　救急医療体制について
　⑴　救急搬送困難事案の状況について
　⑵　救急搬送の有料化について
10　市町村における大型公共施設の整備への支援について
　⑴　公共施設等適正管理推進事業債について
　⑵�　新庁舎整備に対する建設費コスト高騰を踏まえた
財政的支援の拡充について

11　警察力の強化について
　⑴　警察と市町村の情報共有強化について
　⑵　サイバー警察部の新設について
12　地元問題について
　⑴�　国道254号バイパスの全線開通に向けた見通しに
ついて

　　ア�　和光富士見バイパスの進捗状況と今後の見通し
について

　　イ　和光バイパスの進捗状況と今後の見通しについて
　⑵�　都市計画道路水子鶴馬通線の現状と今後の見通し
について

自由民主党

金　子　裕　太 議員

１　ＡＧＩ時代に対応した埼玉県行政の体制構築について
　⑴　ＡＧＩ時代の知事の基本認識について
　⑵�　「ＡＩ前提」での業務・制度・組織の構造転換に
ついて

　⑶　ＣＡＩＯ（ＡＩ統括責任者）の設置について
２　ＡＸを前提とした教育の在り方について
　⑴�　「教育のためのＡＩ」と「ＡＩのための教育」へ
の基本認識について

　⑵�　ＡＩ時代の教育を実行する教育局の推進体制につ
いて

　⑶�　教員からこどもたちへ ―ＡＩ活用の段階展開につ
いて―

３　バーチャル埼玉実証実験の評価と出口戦略について
　⑴　アジャイル改善の実績について
　⑵　出口基準の明確化について
４�　県の情報発信サイト・アプリの乱立と戦略転換につ
いて
５�　リンクワーカーの育成・配置による複合課題世帯へ
の横串支援体制の整備について
６　合併処理浄化槽の推進について
　⑴　合併処理浄化槽への転換について
　⑵　浄化槽台帳のデータ活用について
　⑶　一括契約制度の普及について

７�　聴覚障害者による運転免許証の更新時における情報
保障について
８　御成橋の４車線化について

自由民主党

林　　　　　薫 議員

１　行政に求められる科学的な未来予測について
　⑴　県行政に係る未来予測について
　⑵　前例主義や無謬主義にとらわれないことについて
２　現在の経済環境における中小企業振興策について
　⑴�　サプライチェーン全体における適正取引の確保に
ついて

　⑵　機動的な支援策としての融資制度について
　⑶�　ＧＮＴ（グローバル・ニッチ・トップ）企業の育
成支援について

３　現政権下における中小企業支援策について
　⑴　売上高「100億宣言」について
　⑵　サステナブル企業認証制度について
４�　現在の経済環境における入札制度のあるべき姿につ
いて
　⑴　災害復旧工事における入札の不調・不落について
　⑵�　県内市町村が行う入札において県が果たすべき役
割について

５　こどもの自殺防止について
　⑴　若者の自殺危機対応チームについて
　⑵　「西東京ルール」を踏まえた県の取組について
　⑶　教師の不適切指導を起こさせないために
　⑷　いじめの調査報告書の透明性確保について
６�　部活動等の移動時の安全確保に向けた保護者負担の
在り方について
７　県立高校における特色ある教育活動について
８　教育局から県民への一次情報の発信について
９　学術用語を行政用語に転用する際の注意点について
10　組織横断的な女性支援について
　⑴　県における取組について
　⑵　Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ さいたまでの取組について
11�　障害者スポーツ（ユニバーサルスポーツ）の振興に
ついて
12　埼玉県における林野火災対策について
　⑴　未然防止策について
　⑵　実際に発生した際の対策について
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日本共産党

城　下　のり子 議員

１　生活困窮で危機的な県民に緊急支援を
　⑴　県民は危機的状態
　⑵　県の事業で県民負担の軽減を
２　資材不足の中小事業者に寄り添った支援を
　⑴　資材不足で仕事ができない事業者への救済を
　⑵　返済免除付き融資を
　⑶　国保の減免を
　⑷�　ナフサ不足をチャンスに！石油に頼らない素材の
開発支援を

３　困難を抱える女性への実効性ある支援を
　⑴　家を失った女性たちへの支援方法の是正を
　⑵　金銭管理の強要は是正を
　⑶　鍵の交換費用の支給を
　⑷　困難を抱える女性支援法の枠組みでこそ
　⑸　女性相談支援センターの拡充を
　⑹　女性相談支援員の処遇改善を
　⑺　民間支援団体への財政的支援拡充を
　⑻　市町村の困難な問題を抱える女性支援の推進を
４�　悲しい事件を繰り返さない。訪問介護事業支援への
強化を
　⑴　訪問介護従事者の声を聴いて
　⑵　複数人訪問に係る経費の補助手続の簡素化を
　⑶　複数人訪問に係る経費の補助額拡充について
　⑷　介護士の大幅な処遇改善を
　⑸　訪問介護事業の報酬減額の回復を
５　障害者の自由な移動を保障するために
　⑴　車いす障害者への対応改善を
　⑵　駅無人化はストップを
　⑶　障害児者生活サポート事業の拡充を
　⑷　伊豆潮風館の公聴会について
６　県民の願いを基本としたさいたま水上公園跡地計画に
　⑴　さいたま水上公園跡地の緑の保全を
　⑵　跡地計画策定は、市民の声を基本に
　⑶　スポーツ総合センターにエアコンを
７　「全国狭山茶化計画」ふたたび
　⑴　茶業研究所の職員増員を
　⑵　まっ茶製造機器の補助要件の緩和へ
　⑶�　既存の煎茶用設備を使った、まっ茶製造の調査研
究を

　⑷　茶生産条件整備事業の補助要件の緩和へ
　⑸　物価高騰に合わせて補助額引上げを

 

自由民主党

保　谷　　　武 議員

１�　農政としての都市農業保護から、防災・都市政策と
しての都市農地・緑地保全への転換について
２�　太陽光発電設備のＦＩＴ大量卒業に備えたリスク対
応について
　⑴　県内の太陽光発電施設のリスク把握
　⑵　リスク顕在化時の県の対応
３　身体介護を支援する介護ロボットの社会実装について
　⑴�　身体介護を支援する介護ロボットの導入が進まな
い理由

　⑵　介護ロボットの社会実装に向けた支援体制の強化
　⑶　ロボティクス産業政策との連携について
４　新県立図書館による県内知的資産ＤＸの推進について
５�　流域治水の自分事化に向けた治水施設・流域対策の
現場学習の推進について
６�　健全な民泊市場の育成に向けた違法民泊対策の実効
性強化について
　⑴　健全な民泊市場育成に関する県の認識
　⑵　旅館業法に基づく行政調査
　⑶　保健所と警察の連携
７　小中学校における水泳教育の機会と質の確保について
　⑴　水泳授業の質の確保に対する考え
　⑵　水泳授業の質の確保に向けた目標設定

自由民主党

松　本　義　明 議員

１　ソーシャルインクルージョンの推進について
　⑴�　ソーシャルインクルージョンの推進における課題
と解決の方向性

　⑵　強度行動障害の方への支援の徹底
　⑶　適切な時期における迅速な介護の提供
　⑷�　小規模市町村・中山間・人口減少地域における特
例介護サービス

　⑸　福祉人材の安定的な確保と定着支援
　⑹　県立高校における精神保健教育の徹底
２　脱暗記・実学重視への教育改革について
　⑴　ライフプラン構築にかかる体系的な教育
　⑵　県立高校における実学重視への転換
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３　「稼ぐ」県政への転換について
　⑴　ターゲットを明確にした本社機能の移転
　⑵　システム化によるプッシュ型の中小企業支援
　⑶　産業政策における特区制度の積極的活用
　⑷　鶴ヶ島ＪＣＴを核とした企業誘致
４　市町村行政の持続可能性について
５　県職員の人材確保について
　⑴　採用する職員の理想像
　⑵　兼業による人材確保
６　地元問題について
　⑴　入間市金子地区新産業団地
　⑵　県道青梅入間線の歩道拡幅

埼玉民主フォーラム

細　川　　　威 議員

１　東京都一極集中による埼玉県への影響について
　⑴　「税源偏在是正」について
　⑵�　保育士の処遇改善と人材確保に関する国への要望
の見通しについて

２　「選ばれる県庁」に向けた人材戦略について
　⑴�　カムバック採用を「循環型人材戦略」へ発展させ
ることについて

　⑵　県職員確保に向けた対話機会の充実について
　⑶　「選ばれる県庁」へ向けた取組について
３　中学校部活動の地域展開について県の方向性を問う
４　消防団の持続可能な活動を支える県の役割について
　⑴�　消防団員の学びを支える「埼玉県版プラットフォー
ム」の構築について

　⑵　消防操法大会の意義と今後の在り方について
５　交通事故を未然に防ぐ道路環境整備について
　⑴　路面標示の劣化と交通規制の実効性について
　⑵�　県民協働による交通安全インフラの維持管理につ
いて

６�　自転車の青切符制度開始後に見えてきた課題と情報
発信について
　⑴　運用後の課題や問題点について
　⑵　制度の誤情報に対する取組について
７　ＳＮＳ時代における新たな防犯対策について
８　児童・生徒の視力低下対策について
　⑴　視力低下対策の効果について
　⑵　ＩＣＴ時代におけるこどもの目を守る取組について
９�　埼玉県生活環境保全条例における規制基準の在り方
について
　⑴　屋外保管場所に係る規制対象面積の考え方について
　⑵　規制基準の見直しについて

10�　越谷市における「中川・綾瀬川緊急流域治水プロジェ
クト」の取組について
　⑴�　「プロジェクト」の進捗状況と今後の見通しにつ
いて

　⑵　治水対策の見える化と周知について

自由民主党

杉　田　茂　実 議員

１　障害者支援施設 嵐山郷のこれからについて
　⑴　嵐山郷の中・長期的な将来ビジョンについて
　⑵　地域移行や施設の小規模化の方向性について
　⑶　施設の老朽化に伴う建替えについて
　⑷�　入所者の生活環境及び職員の就労環境の改善に向
けたＤＸの推進について

２　県境を超えた温暖化対策について
３　北部地域振興交流拠点の整備に向けて
　⑴　本庁機能の一部移転のメリットについて
　⑵　移転に向けた対応について
　⑶　職員採用試験に「北部拠点採用枠を」
４　農業基盤整備及び林業政策について
　⑴　水利施設の持続可能な維持管理について
　⑵　土地改良区の運営の方向性について
　⑶　森林資源の有効活用について
　⑷�　農業基盤整備及び林業の発展に向けたＤＸの取組
について

５　広域道路ネットワークの充実に向けた取組について
６　大宮スーパー・ボールパーク構想の施設整備について
７　地域の維持・発展に向けた教育の在り方について
８　上之（南）交差点の整備について

自由民主党

宮　崎　吾　一 議員

１　県庁債務と消滅時効について
　⑴　県税還付金の消滅時効について
　⑵　各手当・県庁債務の消滅時効について
２　行政のデジタル化について
　⑴�　オンライン手続の手数料引下げと入力データの共
有について

　⑵　家庭学習におけるデジタルツールの調査について
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　⑶　道路データのデジタル化について
３　地域医療について
　⑴　国民健康保険の第三者求償権の傷病届について
　⑵　地域フォーミュラリの本県の導入状況について
　⑶　コミュニティホスピタルについて
４　死因究明について
５　ふるさと納税の活用について
　⑴　企業版ふるさと納税の物納スキームの活用について
　⑵　こども食堂の支援について
６　予算編成過程の透明化について
７　文化・教育の振興について
　⑴　高卒資格について
　⑵　彩の国さいたま芸術劇場について
　⑶　埼玉県広報アンバサダーについて
　⑷　ＧＭＯアリーナさいたまの予約について
　⑸　公立高校の改革先導拠点について
　⑹　ロケ地を生かした観光振興について
８　埼玉県に海を
　⑴　全国大会誘致について
　⑵　陸上養殖の浄水場の利用について
９　気候変動への対応について
　⑴　暑さ対策について
　⑵　県産うどんを全国１位に
10　更生保護について
11　地元課題について

自由民主党

千　葉　達　也 議員

 １�　埼玉版スーパー・シティプロジェクトの加速と県の
能動的支援について

　⑴　県内自治体の成功事例について
　⑵　県による「伴走型支援」について
　⑶　成功事例の創出に向けた「攻めの支援」について
２　民間活力を導入した商店街の空き店舗対策について
　⑴　空き店舗の現状分析と市町村の支援について
　⑵�　市町村・不動産業界・商工会と連携した活動につ
いて

　⑶�　民間の知恵を生かした「エリアリノベーション」
の推進について

３　流域下水道の維持管理負担金の格差是正について
　⑴　県内格差の現状と課題認識について
　⑵�　持続可能な下水道事業に向けた経営効率化の取組
について

４　イノシシの対策について
　⑴　県内の農作物の被害状況と対策について

　⑵　渡良瀬遊水地でのドローン調査の成果について
　⑶�　渡良瀬遊水地での個体数を継続的に減らすための
具体的対策について

５　本県農業の競争力強化について
　⑴�　薬剤抵抗性イネカメムシへの備えと防除体系の進
化について

　⑵�　ＲＴＫ基地局の整備状況とスマート農業の将来展
望について

　　ア　ＲＴＫ基地局の整備状況について
　　イ　スマート農業の将来展望について
　⑶�　高温障害による「白未熟粒」の等級選定基準見直
しについて

６　自転車の安全通行とインフラ整備の整合性について
　⑴　改正道路交通法の変更点について
　⑵　改正道路交通法の周知について
　⑶　「道路幅員が狭い危険な箇所」への対策について
　⑷　利用者目線に立った現場の安全対策について
７�　地政学的リスクに伴う建築資材の調達難と建築業の
保護策について
　⑴　国際情勢の認識と建築業界への影響について
　⑵　工事価格の適正化とスライド条項の発動について
　⑶　工期の柔軟な設定について
８　地元問題について
　⑴　県道久喜騎西線バイパスの整備について
　　ア　上高柳２工区について
　　イ�　県道久喜騎西線バイパスの東方面への延伸につ

いて
　⑵�　県道加須幸手線バイパスの幸手方面への延伸につ
いて

　⑶　県道羽生栗橋線バイパスの進捗状況について

自由民主党

岡　地　　　優 議員

１　埼玉から「日本一」を目指そう
２�　「技－１（わざわん）グランプリ～埼玉 “高技専” ま
つり～」について
　⑴　技－１（わざわん）グランプリについて
　⑵　県立高等技術専門校の周知について
　⑶　技能人材の社会的評価向上について
３　クビアカツヤカミキリへの対応について
　⑴　クビアカツヤカミキリの被害について
　⑵　市町村への補助制度案内の進捗について
　⑶�　防除方針の計画化と市町村管理公園への支援展開
について

　⑷　全県的な住民参加型の監視体制の構築について
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４　今後の埼玉県のインフラ整備について
５　若年層を中心とした多重債務問題について
　⑴　埼玉県内の多重債務問題の現状について
　⑵　多重債務問題の予防策について
６�　ねんりんピックを契機とした高齢者が活躍できる社
会づくりについて
７　本県における個人県民税の収納対策について
８　医療的ケア児等の短期入所サービスの充実について
９　地域コミュニティの衰退と県の支援の在り方について
　⑴　地域コミュニティの現状について
　⑵　地域コミュニティに係る市町村支援について
10　放課後児童クラブについて
　⑴　放課後児童クラブにおける人材の確保について
　⑵　放課後児童クラブの質の確保について
11　地元問題について
　⑴　一級河川江川の浸水被害対策について
　⑵　県道桶川停車場線の整備について
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